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學
　
研
　
究
、
　
策
二
十
二
號

報

　
波
多
野
激
擾
　
早
稻
田
大
學
教
授
、
東
京
丈
科
大
學
談
師
た
η
し
、

丈
學
博
士
波
多
野
精
一
氏
は
今
度
京
都
文
科
大
學
教
授
に
韓
任
、
　
宗
教
學
講

座
搬
任
と
決
定
し
た
。
開
講
は
第
二
學
野
鼠
よ
り
の
豫
定
で
あ
る
。

哲
畢
倫
理
學
會
例
曹

　
十
二
月
一
日
、
午
後
六
時
よ
り
、
蘇
生
集
曾
爾
に
穿
て
開
掻
μ
、
カ
の
如
き

講
演
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
鴎
家
的
任
務
の
爽
展
　
　
　
　
　
　
法
學
博
士
　
佐
々
木
惣
一
氏

　
藪
授
は
先
づ
三
家
の
概
念
を
規
定
し
、
國
家
的
任
務
と
い
ふ
こ
と
の
意
義

を
明
か
に
し
、
次
に
國
家
的
任
務
の
抽
象
的
方
面
を
論
じ
、
最
後
に
、
そ
れ

の
具
禮
的
任
務
と
し
て
、
國
民
の
掌
鵬
、
　
個
人
の
三
聖
、
及
び
激
華
燭
要
求

の
満
足
と
い
ふ
如
仁
、
　
三
階
段
に
亘
り
て
論
理
的
獲
展
を
な
す
と
い
ふ
こ
と

を
ば
精
細
に
論
比
せ
ら
れ
漱
。
講
演
後
茶
話
會
と
な
っ
て
、
　
國
家
の
本
質
、

照
降
と
道
徳
、
藥
合
意
芯
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
に
花
が
炭
い
た
。
野

盗
者
、
西
［
田
、
　
禰
Ψ
泳
、
野
上
、
叛
口
、
諺
敏
授
、
そ
の
他
學
士
荊
学
生
五
十
渾

名
非
常
な
盛
會
で
。
＋
時
過
ぎ
散
幽
し
た
。

・
心
理
適
適
書
禽

　
十
二
月
十
一
日
午
後
三
時
よ
リ
京
都
丈
科
大
學
心
理
學
談
書
意
に
て
出
血
會

を
開
曇
、
左
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
ゼ
エ
ム
ス
ラ
ン
ゲ
の
越
贈
瞭
…
説
に
騨
舳
て

一
二
〇

　
　
　
奈
良
女
子
高
等
師
範
學
稜
教
授
　
丈
學
士
　
本
庄
　
精
次
震

蜀
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輻
　
蜜
　
一
　
部
鱈

激
高
學
會

　
十
二
縛
四
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
灰
に
て
開
催
、
　
次
の
講
演
が
あ
っ

た
。

　
　
希
瞬
鼎
載
育
の
特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
俊
　
梁
鴛

　
希
…
鳳
古
代
の
義
脚
一
を
調
。
へ
で
薗
点
る
と
、
　
第
一
に
鉱
付
く
縛
色
は
癬
脚
帥
と
身

．
農
と
の
調
和
を
求
め
た
と
言
ふ
罫
で
あ
る
。
　
第
二
に
氣
付
（
罫
は
次
代
の
國

昆
を
し
て
園
民
生
活
な
り
個
人
生
活
な
り
、
　
と
に
か
く
現
實
巫
活
に
騨
れ
・
さ

せ
る
や
う
に
仕
込
む
事
で
あ
る
。
第
三
に
は
稠
人
が
個
人
に
模
倣
さ
せ
て
数

込
む
教
育
で
あ
る
。
．
一
人
が
一
人
だ
け
を
敏
亡
し
た
事
も
多
か
っ
た
の
で
あ

る
。
彼
等
の
三
特
質
は
ホ
メ
ロ
ス
時
代
に
藤
芽
を
製
し
、
　
ス
パ
ル
タ
に
著
し

く
現
は
れ
、
　
次
い
で
ア
テ
ネ
に
於
い
て
は
當
時
既
に
盛
ん
で
あ
っ
た
恐
想
墨

の
動
撫
の
た
め
に
幾
ら
か
愛
じ
、
　
途
に
ベ
ロ
ポ
ン
子
ソ
ス
職
役
の
後
に
全
く

亡
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
、
此
れ
か
ら
以
後
は
殆
ど
性
質
の
遽
ふ
、
ア

リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
折
謂
「
新
年
育
」
が
幾
漏
し
て
刷
る
の
で
あ
る
。

　
講
演
後
、
　
質
問
や
ら
講
演
内
容
に
關
曝
し
た
論
議
等
が
盛
に
起
さ
れ
て
夜

の
更
け
る
の
も
忘
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

乏
乏
こ
一
」
、
ξ
乏
亀
之
（


